

























































O対象：小学校第 6学年 2クラスに同一の内容を実施。 1クラス約 30名。
0場所：長崎県内公立A小学校 音楽室














































次 時 学習内容と活動 評価





2 2 O日本の音階による音楽づくり ・音階を遺び、リズムや旋律を工夫して音楽
















導入 1 「越天楽今様」「さくら」「谷茶 03曲とも日本の音楽であることを確認する。
8分 前」を聴き、本時の学習のめあてが『日 O曲想を特徴付ける要素のーっとして、音階があること
本の音階を感じ取ろう』であることを知る。 を知らせる。













まとめ 5 2種類の「子もり歌」、琉球音階の「多 0各々 の楽曲の音階を確認する。
8分 良閉じょんかね」を聴き、音階を感じ取る。 古音階を識別することができる。（挙手）

































( 6 ）第 2時の分析
① 音楽づくりの枠
音楽づくりでは多くの制限




































時配 学習内容と活動 指 導 上 の 留 意 点 ・ 評 価




展開 3 発表の方法を理解し、グループごと 0グループごとにメンバーが連続して演
40分 に練習をする。 奏することを知らせる。
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